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平成 31年 4月 1日

山 梨 県 弓 道 連 盟

会 長  菊池 敏彦

山梨県地方審査実施について

皆様には益々御精進のこととお喜び申し上げます。平素の山梨県弓道連盟に対してご理解とご協力に感謝申し上げ

ます。

さて、平成 31年度の審査計画が決定され、下記の通り実施することになりました。各支部ならびに学校等の

弓道部員に周知徹底され、一人でも多くの人が昇級 。昇段されますように、ご協力をお願い申し上げます

1.審査日程表

※ 申込用紙には楷書で正確に記入 して下さい。
※ 締切 日には必ず届くように送付して下さい。

2.審査料・登録料について

※登録料、地連協力金は審査当日合格発表後納めて下さい。納めない者は認定されません。

3.申 込方法

審査日の 15日 前を締切日 (消印有効)と します。下記事務局へ申し込んで下さい。

申込先

〒400‐0854 山梨県甲府市中小河原町 1612-7     西 堀 泰 弘
TEL 055-243-2565   FAX 055-243-2565

郵便振替口座  口座番号  00260-3-101578
口座名称 山梨県弓道連盟審査部 (ヤマナシケンキュウドウレンメイシンサブ)

記

No 種  別 実施年月 日 審査会場 開始時間 申込締切 日

1 地方審査 2019年 6月  2日 小瀬弓道場 午前 9時 5月 18日

2 地方審査 2019年 8月 11日 小瀬弓道場 午前 9時 7月 27日

3 地方審査 2019年 10月 14日 小瀬弓道場 午前 9時 9月 29日

4 地方審査 2019年 11月 17日 小瀬弓道場 午前 9時 H月  2日

5 地方審査 2020年 2月  2日 小瀬弓道場 午前 9時 1月 18日

No 級・段位 審査料 登録料 地連協力金 登録等合計

1 無指定  級 位 1,030円 1,030円 な し 1,030円

2 無指定  初 段 1,030円 4,120円 510円 4,630円

3 初  段 2,050円 3,100円 510円 3,610円

4 二 段 3,100円 4,100円 1,030円 5,130円

5 三  段 4,100円 5,100円 2,060円 7,160円

6 四 段 5,100円 6,200円 3,090円 9,290円



4.参  考
ア、審査は級位 (五～一)と段位 (初～四)までとし、術科と学科を行う。

イ.審査は無指定の部と段位の部に分けて行う。
ウ.審査は無指定受審者に対して相当の級位と段位を認許する。
工.段位の審査資格は昇段して 5ヶ月以上経過していること。
オ.審査資格は連盟登録か、各学校弓道部登録者に限る。 (県連盟に登録しID番号を取得)
力.段位審査は一級位上の取得者に対して相当の段位を認許する。
キ.無指定受審者は認定発表後全員登録を済ませること。
ク.無指定で段位を認定された人は、審査料の差額を同時に支払うこと。

★.審査申込について、次の事項を参照すること。
☆ 全日本弓道連盟指定の審査申込書を使用し、必要事項を記入後、印を押して審査料と共に提出すること。
☆ 審査請求書は全日本弓道連盟指定のホームページ
ドして下さい。

☆ 山梨県弓道連盟のホームページ htt山牲vudo‐vamanashi.com/か らもダウンロー ドできます。
☆ コンヒ゜ュータ管理のため、審査請求書は ID番号を記入する。
☆ 一般は支部長又は『代理者』、学生は顧問教師又は『監督』の許可を得て申し込むこと。
☆ 県外で受審する場合は県連会長の承認を得ること。
☆ 審査請求書の書き方については別紙を参考とする。
☆ 締切後は申込は、一切認めません。

No 種  別 受審できる条件・範囲

1 無指定 審 査 基本動作や弓矢の取 り扱い射型体配が概ね適正な程度まで修練
出来ている事。三級まで級位を認定された者は認定後の経過 日

数に関わらず受信可能

2 一級から初段 一級認定後の経過日数に関わらず受審可能

3 昇 段 審 査 段位を認定されている者は、認定後より5ヶ 月以上経過 してい

ること。

四段受審者は、和服着用のこと

*山 梨県弓道連盟のホームページ http:〃 kvudo‐vamanashi.com/に 掲載しています。



参考資料 審査受審日一覧表 審査部

起こします。提出の審査申込書は指導者又は顧間の先生が確認して

| :

・
下さい。  :

受審日 平成 9年 平成 30年

平成 10年  5月 17日 平成 18年 11月 26日 平成 25年  8月 25日
平成 10年 11月  8日 平成 19年  2月 18日 平成 25年 11月 10日
平成 10年 11月 22日 平成 19年  5月 20日 平成 25年 11月 24日
平成 11年  5月 16日 平成 19年  8月 26日 平成 26年  2月  9日
平成 11年 11月  7日 平成 19年 11月 11日 平成 26年  5月 18日
平成 11年 11月 14日 平成 19年 11月 25日 平成 26年  8月 24日
平成 12年  5月 21日 平成 20年  2月 17日 平成 26年 11月 16日
平成 12年 11月 12日 平成 20年  5月 18日 平成 26年 11月 30日
平成 12年 11月 19日 平成 20年  7月 27日 平成 27年  2月  8日
平成 13年  5月 20日 平成 20年 11月  9日 平成 27年  5月 17日
平成 13年 11月 13日 平成 20年 11月 24日 平成 27年  8月 30日
平成 13年 11月 18日 平 成 21年  2月 15日 平成 27年 11月 15日
平成 14年  5月 19日 平成 21年  5月 24日 平成 27年 11月 29日
平成 14年 11月 10日 平成 21年  8月 30日 平成 28年  2月 14日
平 成 14年 11月 24日 平成 21年 11月  8日 平成 28年  5月 22日
平成 15年  2月 23日 平成 21年 11月 29日 平 成 28年  9月 19日

平成 15年  5月 18日 平成 22年  2月 14日 平成 28年 11月 13日
平成 15年 11月  9日 平成 22年  5月 23日 平成 28年 11月 27日
平成 15年 11月 16日 平成 22年  8月 29日 平成 29年  2月 12日
平成 16年  2月 22日 平成 22年 11月  7日 平成 29年  5月 21日
平成 16年  5月 16日 平成 22年 11月 21日 平成 29年  8月 20日
平成 16年 11月  7日 平成 23年  2月 13日 平成 29年 11月 12日

平成 16年 11月 14日 平成 23年  5月 22日 平成 29年 11月 26日
平成 17年  2月 20日 平成 23年  8月 28日 平成 30年  2月 11日

平成 17年  5月 22日 平成 23年 11月  6日 平成 30年  5月 27日

平成 17年  8月 21日 平成 23年 11月 20日 平成 30年  8月 19日

平成 17年 11月 13日 平成 24年  2月 12日 平成 30年 11月 11日
平成 17年 11月 27日 平成 24年  5月 27日 平成 30年 11月 25日

平成 18年  2月 19日 平成 24年1 8月 26日 平成 31年  2月 10日
平成 18年  5月 21日 平成 24年 11月 11日 平成 31年  5月 26日
平成 18年  6月 25日 平 成 24年 11月 25日 平成 31年  9月  1日
平成 18年  8月 20日 平 成 25年  2月 10日 平成 31年 10月 14日
平成 18年 11月 12日 平成 25年  5月 19日 平成 31年 11月 24日

※受審者は上記の日程を確認して下さい。記入間違いはコンピュータが誤動作を



1 氏  名    「楷書」ではっきりと記入し、捺印する。「ふりがな」を忘れずに記入。
2 住  所    高校生の場合は、学校の所在地を記入すればよい。
3 受審する    始めての場合と、 2級以下の場合は「無指定」の○をつける。
審査の種別   現在 1級を受有している場合は、その 1段上の請求段位を記入。

(例 )現在 2級→無指定、現在 1級→初段、現在初段→二段
4 現在の段位   現在の自分級位、段位を必ず記入し
認許年月日   その認許状に記入されている認許年月日を記入する。
5 区   分   高校生は B、 高に○をつけ、現在自分が在学している高校名、学年を記入。
6 弓   歴   弓道を始めたときの指導者 (顧問名)を記入。

入門には高校生は「○○高校弓道場」と記入。

7 昇級 。昇段歴  取得した級段位、年月日を記入。
8 講習会受講歴  参加 した講習会名 (高校生は審査講習会 。技術講習会)を記入。

ない場合は、「なし」と記入。

9 入賞歴     全国規模の大会が対象。
高校の場合 (全国高校総合体育大会、国民体育大会、全国高校弓道選抜大会)

10 地区 (支部)  高校生は部活の役員 (部長・副部長等)名 を記入
部活の役員歴  ない場合は「なし」と記入。
11 保護者認証   楷書ではっきりと記入し捺印する。

保護者の「緊急連絡先」の電話番号を記入。

12 支部長承認   高校生の場合は、学校責任者承認、学 校 名 と弓道部顧問名を楷書ではっきりと記

入し捺印する。

支 部 名 と支部長名を楷書ではっきりと記入し捺印する。

13 右下の別枠   別枠にも楷書で記入する。
14 審査種別    無指定、初段、弐段 等
15 審査名称    山梨県地方審査。
16 審査施行日   受審する審査の年月日を記入。
17 会場名     受審する審査の会場名を記入 (小瀬武道館弓道場)
18 受審者連絡欄  受審するにあたり、特別なことがある場合は記入。

無い場合は記入しない。

19 会員 ID    会員 IDは取得した 7桁の ID番号を記入。
未取得者について   。一 般 :支部長に依頼する。

・高校生 :学校顧間に依頼する。

20 そ の 他
① 審査申込書は全日本弓道連盟及び山梨県弓道連盟のホームページよリダウンロー ドできま

す。

② 申し込み締切日に遅れないよう、早めに申請して下さい。

③ 審査申込書に審査料を添えて申し込むこと。

④ 審査当日発表にもとづき、登録料を納めるものとする。登録料を納めなかった場合は、その

級位。段位の認定は無効となります。



2019年 度版
地方審査会・連合審査会 学科試験問題

審査会の公正、公平性を担保するため、地方審査会ならびに連合審査会の 2019年 度版学科試験問題を公表する。
各審査会とも出題はA群、B群からそれぞれ 1問、計 2間を出題し、配点は各問 50点の合計 100点満点とする。

なお、問題は数年経過後に見直し、改訂するものとする。

種別 A群 (射法・射技・体配・基本体等) B群 (理念 。概念・修練姿勢等)

無指定
初段

1.「基本の姿勢と動作の様式 (基本の姿勢 4つ、基本の動作 8つ )」 を列記し、
「*○○」を説明しなさい。

*立った姿勢 *爪立って月要を下ろした姿勢 (脆坐)*歩き方 *坐しての回り方(開き足)の内の一つを出題

2.「射法人節」を順に列挙し、「*○○」を説明しなさい。
*「足踏み」 *「月同造り」・・・*「残心 (残身)」 の内の一つを出題

1.弓道を始めた動機 (き つかけ)について述べなさい。
2.弓道を通じてどのようなことを学びたいと思いますか。
3.弓道を学んで良かったと思うことを述べなさい。
4.あなたは危険防止のためにどんなことに注意していますか。

弐段

1.「執弓の姿勢」について説明しなさい。
2.(坐射での)「矢番え動作」について説明しなさい。
3.(立射での)「矢番え動作」について説明しなさい。
4.「二重十文字」について説明しなさい。
5.動作の注意点について説明しなさい。 (弓道教本第一巻 62頁～ 64頁 )

1.弓道を学んで感 じていることを述べなさい。
2.あなたの弓道修練の目標について述べなさい。
3.弓道が他のスポーツと異なる点について述べなさい。
4.あなたが審査を受ける目的について述べなさい。
5。 危険防止について心掛けていることを述べなさい。

参段

１

２

３

４

５

「射法・射技の基本」を列挙 し、 「日づかい」について説明しなさい。

「射法・射技の基本」を列挙 し、 「呼吸 (息合い)」 について説明 しなさい。

「射法・射技の基本」を列挙し、「基本体型 (縦横十文字と五重十文字)」 について説明しなさい。

巻藁練習の効用について述べなさい。

「取 り矢」の仕方について説明 しなさい。

1.あなたが日々の修練で心掛けていることを述べなさい。
2.弓道修練を実生活にどのように応用しているか述べなさい。
3.「審査を受ける心構え」について述べなさい。
4.日 常修練で苦労していること、その取り組みについて述べなさい。

5.日 常修練で仲間の安全の為にどんなことを心掛けていますか。

四段

1.「失の処理の三原則」を列記 し、 「甲矢筈 こばれ」の処理を説明しなさい。
2.「五重十文字」について説明しなさい。
3.「射法 。射技の基本Jを列記 し、 「′い。気の働き」を説明 しなさい。
4.「残心 (残身 )」 」について説明 しなさい。
5.「詰合い 。伸合い」について説明 しなさい。

1.「射を行う態度」について述べなさい。
2.「審査を受ける心構えと意義Jについて述べなさい。
3.「礼記―射義―」 「射法訓」の教えの要点について述べなさい。
4。 「基本体の必要性」について述べなさい。

5.指導時に心掛ける危険防止について述べなさい。

五 段

1,「残心 (残身)は射の総決算である」とはどのようなことか説明しなさい。
2.「肌ぬぎ」又は「ll■さばき」の注意点について説明しなさい。
3.「詰合い 。伸合い」について説明しなさい。
4.「引く矢束引かぬ矢束にただ矢束」について説明しなさい。
5.「弓 。矢を持つた場合の坐礼」について説明しなさい。 (弓道教本第一巻 82頁 )
6.「 五月同」について説明 しなさい。

1.弓道の最高日標について述べなさい。
2.「射は立禅」という言葉を日常生活とどのように関連付けていますか。
3.「真、善、美」について述べなさい。
4.弓道修練の眼目について述べなさい。
5.「介添の心得」について説明しなさい。
6.指導時に心掛ける危険防止について述べなさい。
7.各種 「ハラスメント」についてどのようなことを心掛けていますか。

公益財団法人全 日本弓道連盟



代表者連絡先

(学校 )

住  所
TEL/FAX

:申込先 (受審日の15日前までに、審査請求書に本書を添えて申し込んで下さい。こ本書を添えて申し込んで下さい。)

::輸恥孔
申
L吉鷹串鳥諾:騒酪]II「

:審 査 部 長 茜 晩 黒

‐

祗 宛 TEL/FAX 055-243-2565

豪替口座名称 山梨県弓道連盟審査部 (ヤマナシケンキュウドウレンメイシンサブ)
受審者一覧表送信先

西堀 泰弘

!郵便振替口座番号 00260-3-101578

メー…ルアドレス:sisi44@kfz.biglobe.nejp



払 込 取 扱 票 振替払込請求書兼受領証
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審査申込書 (級位・五段以下用)
公益財団法人全 日本弓道連盟 申込 日     年     月   日

昭和   年   月    日生
平成

査当日 :満   才
自宅電話/携帯電話 (

都道

府県

受審する
審査種別

軍黎   年    月    日  認許

級
の部
段

於 :(         )審

軍霞   年    月    日  認許
於 :(         )審

B 大学生 。生徒 (小。中。高) 学校名 :

歴 (全国規模の大会が対象)

で弓道を始める

現在 (       )師 範に 地連・支部 。団体・学校等の役員

師事 している

昇級・昇段歴 (年月を記入 )

等の資格 (他競技の資格含 )

会の期間 :事由 ( )の為     年  月から     年  月まで休会
緊急連絡先   (

学校責任者承認

上記の者の受審を認めます。
            地連名

会長名

注 ・受審者は太線枠内の事項について記載のこ
と。
・虚偽の記載ある場合には、無効とする。
・自筆原本を提出すること。
・楷書で記載すること。

審査種別

審査名称

審査施行日 年 月 日

会 場 名

受審者連絡欄
(立射など) ※失書きのこ′

氏  名

会員 ID

立番〔


